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１．分数の引き算（足し算）における教育目標
　まず，分数には，次のような 2 つの意味があ
ります。
　・　b/a ＝ 1 ÷ a × b（第一義）
　・　b/a ＝ b ÷ a　　（第二義）
第一義とは，2/3 を例にとって考えると，「1 を
3 等分したものを 2 つ集めたもの（式で表すと
1 ÷ 3 × 2）」となります。第 3 学年に分数を導
入したとき，2/3m を 1/3m の 2 つ分としたこ
とがこれにあたります。そして第二義とは，「2
を 3 で割ったもの（式で表すと 2 ÷ 3）」とな
ります。下の例で説明があるように，わり算の
商としての意味があり，商の分数ともいわれて
います。

つまりは，除法を常に可能にするために，新
しく生まれた分数ということができるでしょ
う。4 ÷ 2 は，商が 2 となり，結果は 1 つの数
で表せますが，2 ÷ 3 は，0.666…となって 1 つ
の数で表すことができませんが，これを 2 ÷ 3
＝ 2/3 と表現すれば，1 つの数で表すことがで
きることになります。つまり 2/3 とは 0.666…
を表現するために付けた『名前』という意味を
持つことがわかるでしょう。異分母の分数の足
し算・引き算を計算する際には，参考文献［4］
で言及しましたが，通分という演算が必要に
なります。具体的な例で説明すると，例えば，
2/3 ＋ 3/4 という問題に関して，そのままでは
計算できません。言葉で表現すると『1/3 が 2
個と 1/4 が 3 個で合わせて幾つ？』という問題
と捉えることができます。しかし，1/3 と 1/4
では大きさ（名前）が不揃いで違うため計算で
きません。そこで開発されたのが通分です。そ
れぞれ 4/12 と 3/12 とし，さらに言葉での表現
に置き換えると『1/12 が 4 個と 1/12 が 3 個の
足し算は？』という問題に置き換えることがで
き，1/12 が 4 個と 3 個で計 7 個となり，7/12
と計算できる（説明付けられる）。この一連の
流れを纏めると，大きさが同じ（この場合同じ
名前とも言える）1/12 という数（基準）に揃
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概概要要  

本研究では、小学校における算数で学習する各単元の内容を取扱う際に注意すべき
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４つの単元それぞれでの教授法を考察することと並行して、共通の教育（学習）目標

を明確にしていくことを目的として考察していきます。 
 

１１．．分分数数のの引引きき算算（（足足しし算算））ににおおけけるる教教

育育目目標標  

まず、分数には，次のような２つの意

味があります。 

 ・ b/a＝１÷a×b (第一義) 

 ・ b/a＝ b÷a  (第二義) 

第一義とは，２/３を例にとって考える

と、「１を３等分したものを２つ集めた

もの(式で表すと１÷３×２)」となりま

す。第３学年に分数を導入したとき，２

/３mを１/３mの２つ分としたことがこ

れにあたります。そして第二義とは，

「２を３で割ったもの(式で表すと２÷

３)」となります。下の例で説明がある

ように，わり算の商としての意味があ

り，商の分数ともいわれています。 

 

つまりは、除法を常に可能にするため

に、新しく生まれた分数ということがで

きるでしょう。４÷２は，商が２とな

り，結果は１つの数で表せますが，２÷

３は，０.６６６…となって１つの数で

表すことができませんが、これを２÷３

=２/３と表現すれば、１つの数で表すこ

とができることになります。つまり２/

３とは０.６６６…を表現するために付

けた『名名前前』』という意味を持つことがわ

かるでしょう。異分母の分数の足し算・

引き算を計算する際には、参考文献

［4］で言及しましたが、通分という演

算が必要になります。具体的な例で説明

すると、例えば、２/３＋３/４という問

題に関して、そのままでは計算できませ

ん。言葉で表現すると『１/３が２個と

１/４が３個で合わせて幾つ？』という

問題と捉えることができます。しかし、

１/３と１/４では大きさ（名名前前）が不揃

いで違うため計算できません。そこで開

発されたのが通通分分です。それぞれ４/１

２と３/１２とし、さらに言葉での表現

に置き換えると『１/１２が４個と１/１

２が３個の足し算は？』という問題に置
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えると自然数同様に計算が可能になるというこ
とになるでしょう。

２．小数の引き算（足し算）における教育目標
　まず，少数計算に関して考察する前に引き算
の手法を簡単に振り返ると以下の 2 つが挙げら
れます。

その１【繰り下がり引き算（減加法）】

繰り下がり引き算には大きく分けて 2 つの方法
があります。減加法に関しては，

（1）まずは引かれる数を「10」と残りの数「3」
に分解して

13 － 8 ＝　③　＋　⑩　－　8

となる。

（2）次に「10」と引く数で計算すると

13 － 8 ＝　③　＋　⑩　－　8

となる。

（3）最後に（2）の答えと最初に分解して残っ
た方を足して

13 － 8 ＝　③　＋　⑩　－　8 ＝　③　＋　2

となる。

すなわち「10 － 8 ＝ 2（減）」・「3 ＋ 2 ＝ 5（加）」
という意味から「減加法」と呼ばれる方法があ
ります。ここで注意が必要なのは，この減加法
のデメリットとして，引き算なのに「足し算」
が入ってしまっているという点にあります。混
乱してしまう子もいるかもしれません。

その２【繰り下がり引き算（減減法）】

（1）引く数を，「引かれる数の一の位の数」と
残りの数に分けると

13 － 8 ＝　13　－（　③　＋　⑤　）

（2）引かれる数と分けた数を計算し，引かれる
数の一の位を 0 にする（減）

13 － 8 ＝　13　－　③　－　⑤

（3）（2）の答えから，分けて残った数を引く（減）
と 13 － 3 ＝ 10（減）と 10 － 5 ＝ 5（減）とい
う具合に，2 回引くため「減減法」と呼ばれま 
す。但し，これが別の例 23 － 8 の場合には，
20 － 5 を最終的に計算しなくてはならず，繰
り下がり足し算に慣れていない子にとっては，
ここでも躓いてしまうことも予想されます。
　次に小数の引き算を例に考察をしていきま
す。例：3 － 2.1 を考えると，3 は自然数，2.1
は小数第一位までの数なので，そのままでは計
算はできません。そこで必要になるのが，先に
述べた繰り下がり算になります。しかし，先ほ
どと同じように分けるという時点で躓いてしま
います。この問題を解消するために必要な考え
方として，形を揃えるということが挙げられま
す。つまり 3 と 2.1 の両方の数を小数第一位ま
での数に捉えなおすと，3 － 2.1 ＝ 3.0 － 2.1 と
なり，このように捉えなおすことにより，『0.1
が 30 個から 0.1 が 21 個を引くと？』と解釈し
なおすことができ，0.1 が 9 個になり，0.9 と求
めることができるようになります。まとめると，
同じ基準「0.1」（小さい方の単位に揃える）に
揃えて比較し，それから計算を実行するという
ことが必要になるわけです。
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３�．大きい数の引き算（足し算）における教育
目標

　大きい数の引き算（足し算）に関しては，具
体的な例：20000 － 11000 を計算する際に，繰
り下がり算で計算しても構わないのですが，こ
こでもある基準を設定して比較すると容易に理
解しやすくなります。20000 － 11000 を「1000」
という基準で考えると，『1000 が 20 個ある数
から 1000 が 11 個ある数を引くと？』という問
題として捉えなおすことが出来ます。
　結果として，1000 が 9 個で 9000 と求められ
るわけです。また別の例：23000 － 1100 を計
算する際には，今度は「100」を基準として『100
が 230 個ある数から 100 が 11 個ある数を引く
と？』という問題として捉えなおすことが出来
ます。
　結果として，100 が 219 個で 21900 と求めら
れるわけです。これら 2 つの例からもわかる通
り，基準を最初に決めてから計算をすると効率
も良くなり間違いも減らせることも期待できま
す。

４．広さを比較する際の教育目標
　最後に小学校低学年で学習する図形の広さ比
べに関して考察していきます。次のような具体
例を考えながら進めていきます。3 つの色分け
した図の広さを比較する方法を考えさせるわけ
ですが，形状が違うため，切り取って重ね合わ
せて比較しても簡単には結論を出すことには困
難さがあります。そこで下図のように方眼用紙
上に置き，1 マスを大きさ 1 として基準を決め
る，そしてそれぞれの個数を数え上げていく方
法を採用すると，それぞれの個数の大小で大き
さ比較が可能になります。つまり，基準（この
場合 1 マス）を決めることでようやく図形の大
小を比較することができるようになります。

５．まとめ
　以上，1. 分数，2. 小数，3. 大きい数，4. 広さ
に関して考察してきましたが，どの単元でも共
通して大事になることとして「基準」という概
念がありました。しかし，この基準をそれぞれ
色々な場面において，どのように適切に設定す
べきなのかということが大きな問題（課題）と
して浮上してきます。この「基準」の大切さと
設定方法に関しては，学ぶ側も教える側も重要
な目標になってきますが，その単元ごとに色々
な問題を試しながら知識（経験）として獲得し
ていくべきものということになるでしょう。そ
してこの共通かつ重要目標を明確に意識し各単
元を学んでいく（教えていく）ことが何より大
切なことになります。

　
　また，適切な基準設定方法の手がかりの一つ
として挙げられるのが「最大公約数」の考え方
になります。分数，小数，大きい数では数を取
扱うので「最大公約数」という概念をしっかり
習熟し，色々な場面で適切に使えるようにして
おくことが「基準」の適切な設定にも役立つこ
とになるでしょう。
　算数を含めて他の色々な物事の性質を精確に
把握するために「基準」をどう設定し，その本
質を推し量っていくのかという能力は必要にな
ります。「基準の設定」と「その物事の全体像
を捉える」ということの訓練として算数を学ぶ

と、3 - 2.1 = 3.0‐2.1となり、この

ように捉えなおすことにより、『0.1が

３０個から 0.1が２１個を引くと？』と

解釈しなおすことができ、0.1が 9個に

なり、0.9と求めることができるように

なります。まとめると、同じ基準

「0.1」（小さい方の単位に揃える）に

揃えて比較し、それから計算を実行する

ということが必要になるわけです。 

 

３３．．大大ききいい数数のの引引きき算算（（足足しし算算））ににおおけけ

るる教教育育目目標標  

  大きい数の引き算（足し算）に関して

は、、具体的な例：20000-11000を計算す

る際に、繰り下がり算で計算しても構わ

ないのですが、ここでもある基準を設定

して比較すると容易に理解しやすくなり

ます。20000-11000を「1000」という基

準で考えると、『1000が 20個ある数か

ら 1000が 11個ある数を引くと？』とい

う問題として捉えなおすことが出来ま

す。 

結果として、1000が 9個で 9000と求め

られるわけです。また別の例：23000-

1100を計算する際には、今度は「100」 

を基準として『100が 230個ある数から

100が 11個ある数を引くと？』という

問題として捉えなおすことが出来ます。 

結果として、100が 219個で 21900と求

められるわけです。これら２つの例から

もわかる通り、基準を最初に決めてから

計算をすると効率も良くなり間違いも減

らせることも期待できます。 

 

４４．．広広ささをを比比較較すするる際際のの教教育育目目標標 

  最後に小学校低学年で学習する図形の

広さ比べに関して考察していきます。次

のような具体例を考えながら進めていき

ます。３つの色分けした図の広さを比較

する方法を考えさせるわけですが、形状

が違うため、切り取って重ね合わせて比

較しても簡単には結論を出すことには困

難さがあります。そこで下図のように方

眼用紙上に置き、１マスを大きさ 1とし

て基準を決める、そしてそれぞれの個数

を数え上げていく方法を採用すると、そ

れぞれの個数の大小で大きさ比較が可能

になります。つまり、基準（この場合１

マス）を決めることでようやく図形の大

小を比較することができるようになりま

す。 

                    

                    

                    

                    

                    

                    

  

55．．ままととめめ  

 以上、１.分分数数、２小小数数、３.大大ききいい

数数、４..広広ささに関して考察してきました

が、どの単元でも共通して大事になるこ

ととして「「基基準準」」という概念がありまし

た。しかし、この基準をそれぞれ色々な

場面において、どのように適切に設定す

べきなのかということが大きな問題（課

題）として浮上してきます。この「基

準」の大切さと設定方法に関しては、学

ぶ側も教える側も重要な目標になってき

ますが、その単元ごとに色々な問題を試

しながら知識（経験）として獲得してい

くべきものということになるでしょう。

そしてこの共通かつ重要目標を明確に意

識し各単元を学んでいく（教えていく）

ことが何より大切なことになります。 

 

 
また、適切な基準設定方法の手がかり

の一つとして挙げられるのが「最大公約

数」の考え方になります。分分数数、小小数数、

大大ききいい数数では数を取扱うので「最大公約

数」という概念をしっかり習熟し、色々

な場面で適切に使えるようにしておくこ

とが「基準」の適切な設定にも役立つこ

とになるでしょう。 

算数を含めて他の色々な物事の性質を

精確に把握するために「基準」をどう設

定し、その本質を推し量っていくのかと

いう能力は必要になります。「基準の設

定」と「その物事の全体像を捉える」と

いうことの訓練として算数を学ぶという

ことが大切になると考えます。 
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ということが大切になると考えます。
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